








要旨: GC/MS を用いた有機酸代謝異常スクリーニングを検討するために、現在行っている

検体の処理法の検出感度を検討した. 溶媒抽出法とより簡便な直接乾燥法を比較した.標

準品を用いた時、乳酸、オロット酸では溶媒法の回収率が良く、一方ヒドロキシメチルグ

ルタル酸、ウラシル、クエン酸では直接法の回収率が良いという結果であった.患者 37 症

例の検体を用いて比較したところ、両者で大きな差はみられなかった.  しかしプロピオ

ン酸血症などの一部の疾患において、尿 100μ1 という検体量では十分な診断精度の得ら

れない症例があった.スクリーニングの対象疾患を策定する際、念頭におく必要があろう.

またこれらの疾患に関しては安定同位体希釈法などの感度をあげる工夫が必要である.


